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異スクリーニング法の検討．第 40 回日本血栓止血学会学術集会；2018 Jun 30；札幌． 
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9) 石丸真子，内保裕一，野田英之，杉江和，松井篤，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．敗血症起炎菌の ATP 測定によ
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14) 関根道和，三原弘，石木学，廣川慎一郎，北島勲．学士編入学制度に関する IR（Institutional Research）を活用した
意志決定支援．第 50 回日本医学教育学会大会；2018 Aug 3；東京． 
15) 齋藤晶子，杉江奈々，上野智浩，原田健右，仁井見英樹，北島勲．QProb 法によるプロテイン S 徳島簡易スクリー
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17) 吉田聡，原田健右，北島勲，齋藤勝彦．R-CPC 心不全悪化で紹介された 65 歳男性．第 26 回北陸臨床病理集談会セ
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山． 
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30) 杉江奈々，在田幸太郎，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．術後止血困難を来した先天性第 X 因子欠乏症ヘテロ接合
型の 1 例．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
31) 原田健右，齋藤晶子，高杉宗孝，苗鉄軍，上野智浩，北島勲．RH-PAT の短所の克服を目指した全自動血管内皮機能
検査機器の開発．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
32) 原田健右，杉江奈々，齋藤晶子，仁井見英樹，上野智浩，北島勲．卒前臨床実習におけるプロテイン S 変異スクリ
ーニング検査を利用した遺伝医学教育の試み．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
33) 仁井見英樹，東祥嗣，山本善裕，北島勲．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする起炎菌迅速検査法．第 88 回日
本感染症学会西日本地方会学術集会；2018 Nov 17；鹿児島． 
34) 仁井見英樹，山本善裕，北島勲．敗血症起炎菌の新たな ATP 測定技術による迅速な薬剤感受性試験法の開発．第 88
回日本感染症学会西日本地方会学術集会；2018 Nov 17；鹿児島． 
35) 仁井見英樹，北島勲，安井治．菌数をバイオマーカーとする、新規起炎菌迅速同定・定量システム．AMED 産学連
携医療イノベーション創出プログラム（ACT-M/MS）．第 1 回成果発表会（BioJapan2018）；2018 Oct 12；横浜． 
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37) 仁井見英樹，東祥嗣，酒巻一平，若杉雅浩，山本善裕，北島勲．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする 起炎菌
迅速同定・定量検査法の開発．第 25 回日本遺伝子診療学会大会；2018 Jul 13；伊勢． 
38) 仁井見英樹，山本善裕，北島勲．敗血症起炎菌の新たな ATP 測定技術を基盤とした、迅速な薬剤感受性試験法の開
発．第 92 回日本感染症学会学術講演会；2018 Jun 2；岡山． 
39) 仁井見英樹，東祥嗣，山本善裕，北島勲．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする起炎菌迅速同定・定量検査法．
第 92 回日本感染症学会学術講演会；2018 Jun 2；岡山． 
 
◆ 特 許 
1) 東祥嗣，仁井見英樹，北島勲，inventors；富山大学，assignee．不完全なマッチプローブを用いたカンジダ菌の迅速
同定法．国内特願 2018-061350．国際特許出願 PCT-TU32-118．2018 Mar 28． 
2) 仁井見英樹，大槻賢也，北島勲，inventors；富山大学，assignee．改良Tmマッピング法．国際特許出願PTC/JP2018/23382．
2018 Jun 20． 
3) 仁井見英樹，杉江和茂，北島勲，inventors；富山大学，assignee．血液検体の前処理方法．国際特許出願 PTC/JP2018/23388．
2018 Jun 20． 
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法．国際特許出願 PCT/JP2018/023597．2018 Mar 28． 
 
◆ その他 
1) 北島勲．Reverse Clinicopathological Conference（R-CPC）入門．第 26 回北陸臨床病理集談会；2018 Sep 1；富山． 
2) 北島勲．血管系疾患未病を検出できる全自動血管内皮機能検査デバイスの開発．第 39 回和漢医薬総合研究所特別セ
ミナー；2018 Oct 2；富山． 
3) 仁井見英樹．感染症における新たな迅速検査技術の開発．平成 29 年度ファーマ・メデイカルエンジニア（PME）養
成プログラムと生命融合科学教育部の共催シンポジウム；2018 Feb 13；富山． 
4) 北島勲．臨床検査精度管理法改正と国際化への対応．富山県臨床検査精度管理調査結果報告書．2018 Jan 30． 
5) 北島勲．地域医療総合支援学講座の役割と期待．平成 29 年度地域医療総合支援学講座活動報告書．2018 May． 
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6) 北島勲．本物を見極める眼．モダンメデイア 750 号記念随筆集．2018：80． 
7) 北島勲．富山大学と医学部の新しい教育方針（3 ポリシー）の改訂版．富山大学医学部後援会会報 53．2018：2． 
8) 北島勲．教養教育元年．富山大学医学部後援会会報 54．2018：2． 
9) 北島勲．本学医学教育改善のため医学教育分野別評価を受審して思うこと．同窓会員の皆様へのお願い．富山大学
医学部同窓会報 27．2018：9-10． 
10) 北島勲．巻頭言．平成 29 度早期介護体験実習報告書．2018：1． 
11) 仁井見英樹．遺伝子診療部について．富山大学医学部同窓会報 27．2018：16． 
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